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interviewinterview

地
域
の
強
い
思
い

　
湯
田
温
泉
や
阿
東
の
観
光
果
樹
園
な
ど
を
つ
な

ぎ
、
観
光
資
源
と
し
て
の
顔
も
持
つ
山
口
線
。

昨
年
11
月
２
日
〜
３
日
に
は
、
Ｓ
Ｌ
「
や
ま
ぐ

ち
」
号
の
一
部
区
間
の
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
沿
線
地
域
の
方
が
再
開
を
歓
迎
し
乗

客
への
お
も
て
な
し
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
特

に
地
福
駅
で
は
、
被
災
さ
れ
た
地
域
に
も
関
わ

ら
ず
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
地
福
駅
で
の
お
も

て
な
し
に
参
加
し
た
高
田

さ
ん
は
、「
Ｓ
Ｌ
が
走
る
こ

と
で
、
地
域
も
元
気
に
な

る
ん
で
す
」
と
、
山
口
線

と
地
域
に
対
す
る
思
い
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

11月の運転再開では、地福地域づくり協議会と地福ほほ
えみの郷運営協議会が連携し、ＳＬを“阿東地域復興の

シンボル”として、一緒に地域を盛り上げよ
うと取り組みました。当日は、伝統芸の演奏
や地元の食などでもてなし、乗客から「こん
なに温かく迎えてもらって嬉しい」と言って
いただくなど、大変好評でした。乗客の笑顔
を見ると、とても嬉しいですし、やりがいを
感じます。今後も地域一体となって、山口線
を支えていきたいですし、それが地域活性化
にもつながればいいなと思っています。

市
民
の
生
活
に
も
大
き
く
影
響

　
被
災
に
よ
り
一
部
区
間
が
運
休
に
な
っ
て

以
降
、
山
口
線
を
利
用
し
て
い
た
周
辺
住
民

の
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。
息
子
さ
ん
が
徳

過
去
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
被
災

　
記
憶
に
新
し
い
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
。

特
に
阿
東
地
域
は
、
甚
大
な
被
害
に
遭
い
、
阿

武
川
に
か
か
る
鉄
道
橋
梁
が
３
カ
所
に
わ
た
り

流
失
し
、
山
口
線
の
地
福
駅
〜
津
和
野
駅
間
が

運
休
と
な
り
ま
し
た
。

　「
甚
大
な
被
害
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
の
期
待
に
応
え
て
一
日
で
も
早
く
復
旧
を

し
な
け
れ
ば
と
、
再
開
に
向
け
て
尽
力
す
る

日
々
で
し
た
」
と
話
す
隅
中
さ
ん
。
関
係
自
治

体
や
、
利
用
者
、
フ
ァ
ン
か
ら
の
声
に
も
後
押

し
さ
れ
、
被
災
か
ら
約
１
年
と
い
う
早
さ
で
全

線
が
再
開
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

昨年７月 28日の豪雨災害により一部区間が運休した山口線。生活で利用していた市民の皆さんだけ
でなく、観光客や SL「やまぐち」号のファンも運転再開を待望していました。
この度、当初よりも早く再開を果たすことになった山口線ですが、背景には、多くの皆さんの支援や
活動がありました。今回は、その関係者や地域の方がすすめてきた取り組みなどをお伝えします。

■問い合わせ
　観光課 ☎ 083-934-2810、　交通政策課 ☎ 083-934-2729

西日本旅客鉄道株式会社 山口地域鉄道部
隅中英明部長

ＮＰＯ法人ほほえみの郷トイトイ
高田新一郎事務局長

これまで復旧作業では、関係自治体と確認や協議をしなが
ら連携して進めてきました。特に被害の大きかった阿武川
流域の橋梁流失については、山口県から、迅
速な復旧費用の措置を行っていただきました。
また、地福駅では、振替代行バスの乗換駅と
なった際に、代行バス待機場所の提供をお願
いするなど、地元の皆さんの協力により運営
ができました。本当に皆さんのご支援とご協
力に感謝しております。運転再開に向けて、
今後も関係自治体との連携を密にしながら、
全力で復旧工事に取り組んでまいります。

～ ８月23日 山口線全線運転再開！ ～
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【私たちにとってかけがえのない山口線】
山口線は、生活面・観光面において、非常に
重要なものです。1日でも早い再開を願い、
市では、早期運転再開・ＳＬ「やまぐち」号
の一部区間運転をＪＲ西日本に要望し、その
後迅速に対応いただきました。
SL「やまぐち」号が運休した際、運休を惜
しむ多くの観光客の声をお聞きしましたが、
それ以上に市民の皆さんにとっては、大事な
ものを失ったような寂しさを感じられたので
はないでしょうか。一方、11月の一部区間
運転再開の際には、沿線地域をあげて手を振
るなどのおもてなしをされ、乗客の方だけで
なく、地域の方も一緒に楽しまれ、参加され
た方々の印象に強く残ったものと思います。

【皆の思いを一つに】
沿線地域では、山口線ならではの魅力ある取
り組みをすすめており、市はその取り組みを
支援しています。再開日は、山口線全線を走

る列車やＳＬ「やま
ぐち」号と乗客を歓
迎するイベントが
実施されますので、
1人でも多くの方に
歓迎イベントに参
加していただきた
いと思います。

観光課
　主査 弘中秀平

佐
駅
か
ら
通
学
し
て
い
た
と
い
う
小
野
村
さ

ん
も
、
山
口
線
の
全
線
再
開
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
一
人
。「
運
休
に
な
っ
て
か
ら
、
息

子
が
通
学
す
る
た
め
に
は
、
家
か
ら
約
20
㎞

離
れ
た
地
福
駅
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な

か
っ
た
た
め
、
駅
ま
で
送
り
迎
え
す
る
毎
日

で
し
た
。
特
に
雪
が
降
っ
た
時
は
一
苦
労
で

し
た
。
そ
れ
と
、
山
の
合
間
か
ら
響
い
て
い

た
汽
笛
の
音
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
の
で
と

て
も
寂
し
い
で
す
。
汽
笛
の
音
が
聞
こ
え
る

と
、
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
し
、
安

心
感
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
県
外
の

友
人
が
来
た
時
に
は
、
Ｓ
Ｌ
が
走

る
こ
と
を
自
慢
し
て
い
た
ほ
ど
な

の
で
、
再
開
が
待
ち
遠
し
か
っ
た

で
す
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

新
山
口

山
口

湯
田
温
泉

長門峡

地
福

鍋
倉

徳
佐

船
平
山
津
和
野

日
原

益
田

阿東嘉年在住
小野村一人さん

再開区間

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
随
時
お
知
ら
せ
す
る
他
、
再
開
ま
で
の
地

域
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
な
ど
を
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
（【
私
た
ち
の
「
Ｓ

Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
」】
で
検

索
、ま
た
は
、下
記
バ
ー
コ
ー

ド
で
読
み
取
り
可
）
で
お

伝
え
し
ま
す
。

手を振って歓迎しよう！手を振って歓迎しよう！

再開日は、新山口駅で記念式典やSL出
発式を行います。また、山口線沿線で、
横断幕や団扇を使って手を振るなど、歓
迎イベントを実施します。皆で乗客の皆
さんを歓迎しましょう！

←　新山口駅　   　　 　津和野駅　→

8　23月 　　日（土）
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紙
製
容
器
包
装
と
は
、
紙
袋
、
包
装
紙
、

紙
箱
、
ア
ル
ミ
の
貼
っ
て
あ
る
紙
パ
ッ
ク

な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
下
記
の
マ
ー
ク
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
分
別
時

に
ち
ょ
っ
と
確
認
す
る
だ

け
で
、
分
別
間
違
い
が
防

げ
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
ほ
ん
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、
紙
製
容
器
包
装
に
限
ら
ず
、
正
し
く

分
別
し
て
、
正
し
い
分
別
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

■やまぐちエコ倶楽部の調査結果
正しい分別 608.8kg 87%
分別が不十分な
物や異物 91.2kg 13%

合計 700kg 100%
▲5月24日に、市内の地域ステーション排
出分を調査した結果です。

「ごみ」

山口市の

ど

う
する？

　　　リサイクルプラザに
持ち込まれた資源ごみは、
いったん業者に引き取られ、
リサイクル製品に生まれ変
わります。
紙製容器包装は、固形燃料
や板紙に生まれ変わります。
（雑がみは、ダンボール・雑
誌・板紙などに生まれ変わ
ります。）

▲リサイクルプラザに持ち込まれた紙製
容器包装の山。ティッシュの取り出し口の
ビニールが取り外されていない事が多い。

Q

紙パック
牛乳パック、ジュースのパックな
ど中にアルミが貼ってないものは
『紙パック』に分別してください。

　　この中で、紙製容器包装に分
別すべきごみは、どれでしょうか？
QA　　答えは、『紙箱』、『紙袋・包装紙』、

『中にアルミの貼ってある紙パック』、
『紙カップ』です。

牛乳パック紙箱

紙袋・包装紙 紙製の封筒

ラップの芯中にアルミの貼っ
てある紙パック

紙カップ 新聞

雑がみ
紙製の封筒・便せん・ダイレク
トメール、トイレットペーパー・
ラップの芯などは『雑がみ』に
分別してください。

　　　資源ごみとして出した
紙製容器包装は何に生まれ変
わるでしょうか？

A

新聞
新聞、折り込み広告などは
『新聞』に分別してください。

皆さんの身の回りのリサイ
クル製品が、もともとは自
分が排出した資源ごみだと
思うと、これから物への見
方が変わり、もっと大切に
使えるようになるかもしれ
ませんね。ごみの
分別にご協力お願
いします。

分
別
で
き
ま
す
か
？

「
紙
製
容
器
包
装
」

　
　
資
源
循
環
推
進
課
　
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐
２
１
８
６

リサイクルプラザを拠点にごみの減量や
リサイクル等環境問題について活動している団体です。
※やまぐちエコ倶楽部…

　
ご
み
の
分
別
が
進
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
や
、
地
域
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
多
く
の

資
源
ご
み
が
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
分
別
に
つ
い
て
、
だ
い
ぶ
浸
透
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
異
物
が
混
入
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
や
ま
ぐ
ち
エ
コ

倶
楽
部
（
※
）
に
よ

る
紙
製
容
器
包
装

の
異
物
混
入
調
査

に
よ
る
と
、
調
査

対
象
の
約
13
パ
ー

セ
ン
ト
が
、
正
し

く
分
別
で
き
て
い

な
い
ご
み
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
異
物
の
多

く
は
、
雑
が
み
や

ビ
ニ
ー
ル
で
す
。

　
正
し
く
分
別
で
き
て
い
な
い
と
、
混
入
物

を
取
り
除
く
た
め
の
コ
ス
ト
が
増
え
ま
す
。

自
然
環
境
の
た
め
に
も
、
ご
み
の
分
別
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。



☎

6 7木水
8月

【バスの運行】
バスは臨時運行路を通行し
ます。最寄りの営業所でご
確認ください。

【山口総合支所】
８月６日（水）・７日（木）の
両日 1 7時 1 5分～ 22 時の
間、山口総合支所前庭は、
まつりの会場となるため車
の駐車はできません。
※戸籍の届け出をされる方の
駐車スペースは有ります。

交通規制（車両通行止め）のお知らせ



（仮称）湯田温泉観光回遊拠点施設の愛称募集
平成 26年度冬季オープン予定

■問い合わせ　観光課　☎083-934-2810

応募要項

■施設の主な機能 ※各機能の詳細は、現在調整中のため変更することがあります。

外観イメージ

イメージ

市報 6月15 日号と同時に全戸
配布したパンフレットでも紹介

建設予定地
湯田温泉二丁目１ｰ３
（中原中也記念館前）

イメージ

イメージ

インフォメーション・カフェ

多目的スペース

屋内足湯

イベント発信の起点としての機能

市では、湯田温泉にお越しの皆さんに湯田温泉を中心と
したさまざまなスポットを巡っていただけるよう、湯田
温泉の「魅力」や山口の「食」、「周辺観光地」等を紹介
する情報の発信拠点として、（仮称）湯田温泉観光回遊
拠点施設を建設中です。
この施設が湯田温泉のシンボルとして、市民の皆さんを
はじめ、多くの皆さんに愛され、親しんでもらえるよう
な愛称を募集します。

情報発信機能
周辺の観光スポット情報だけでなく、例
えば、湯田温泉等で飲食できる料理の種
類や価格の情報など、いろいろなニーズ
に対応した情報発信を行います。
【例】湯田温泉の観光スポットや店舗
　などの案内。ランチ等目的別情報の
　案内 など

カフェ機能
山口の特産品や名物、旬なものを味わっ
ていただき、提供したものを購入できる
飲食店やお土産店、産地等を案内するカ
フェです。
【例】地酒、外郎などの提供、地元の素
　材を使った湯田温泉の新名物メニュー
　の開発・提供 など

展示機能
歴史や文化・食などを紹介することで
興味をもっていただき、関連スポット
へ誘導するパネル展を行います。
【例】明治維新や中原中也などのパネル
　展、山口情報芸術センター［Y

ワ イ カ ム

CAM］
　の作品展、その時々のイベント紹介
　など

くつろぎの場としての機能
温泉（足湯）や特産品等を活用し、くつ
ろげる空間を提供します。
【例】地元の魅力が味わえる足湯（ヒノキ・
　ゆず・バラなど）の設置、中原中也の
　詩をテーマとした心地よい音楽が楽し
　める足湯、徳地和紙の灯

とうろう

篭などが楽し
　める空間の提供 など

湯田温泉全体へ回遊を促す、賑わいを
創出するイベントを開催します。
【例】周辺店舗と連携したイベント（朝
　市、夜市）、中原中也の詩を題材にし
　た音楽イベント、白狐まつりや酒ま
　つりと連携したイベント など

■応募資格
　どなたでも応募可
■愛称の条件
　親しみやすく、本施設の目的等がイメージできるものであ
り、自作の未発表作品であること
■応募方法
　応募用紙に愛称、愛称の意味・理由、氏名、学校名・学年（学
生の場合）、郵便番号、住所、電話番号等必要事項を明記の上、
ハガキ、FAX、Ｅメールのいずれかで応募してください。
１人何点でも応募できますが、１通につき１点までとします。

※募集要項・応募用紙は観光課、市内観光案内所、地域交流セ
ンターに設置しているほか、市ウェブサイト【「湯田温泉観
光回遊拠点施設」で検索】でも入手可。

■応募期限
　８月31日（日）まで必着
■選考および記念品
　採用された愛称の応募者１名に、湯田温泉旅館協同組合加
　盟宿泊施設の利用券２万円分を贈呈。同一作品の応募が複
　数あった場合は、抽選で決定。９月下旬発表予定。
　また、応募者の中から抽選で10名に記念品を贈呈。
※記念品当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。
※採用作品に関する諸権利は山口市に帰属するものとします。

■応募・問い合わせ先
　〒753-8650　山口市亀山町２番１号
　山口市経済産業部観光課　☎083-934-2810
　　 083-934-2649 　 kanko@city.yamaguchi.lg.jp
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６
月
9
日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、「
平
成

26
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
市
長
は
、
昨
年

７
月
28
日
発
生

の
豪
雨
災
害
の

復
旧
状
況
、
山
口

市
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
推
進
本
部

の
設
置
、「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
お

い
で
ま
せ
！
山

口
２
０
１
５
」
山
口
市
実
行
委
員
会
の
設

立
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
４
」の
結
果
、

史
跡
「
十
朋
亭
」
周
辺
の
土
地
、
建
物
の
寄

附
に
つ
い
て
な
ど
、
市
政
の
概
況
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
か
ら
平
成
26
年
度
山
口
市
一

般
会
計
補
正
予
算
や
、
指
定
管
理
者
の
管
理

指
定
期
間
に
つ
い
て
な
ど
、
４
件
の
諮
問
を

含
む
20
議
案
が
、
議
員
か
ら
雇
用
の
安
定
・

安
心
を
求
め
る
意
見
書
が
、
委
員
会
か
ら
地

方
自
治
体
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改

善
と
雇
用
安
定
の
た
め
の
法
整
備
に
関
す
る

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　  

市
議
会
事
務
局

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
５
４

　
市
で
は
、
山
口
大
学
の
協
力
に
よ
り
、

山
口
大
学
経
済
学
部
観
光
政
策
学
科
所
属

の
学
生
7
人
を
「
山
口
市
観
光
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
（
大
使
）」
と
し
て
委
嘱
し
、
７
月
９

日
、
山
口
総
合
支
所
で
委
嘱
状
交
付
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
交
付
式
で
副
市
長
は
「
感
性
と
創
造
性

あ
ふ
れ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
視
点
か
ら
、
本

市
の
魅
力
を
全
国
に
広
め
て
い
た
だ
き
、

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に『
山
口
市
の
フ
ァ

ン
』
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
も

て
な
し
の
心
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
激
励
し
ま
し

た
。

　
今
後
、
首
都
圏

や
関
西
圏
、
中
国
・

九
州
地
方
を
中
心

に
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
な
ど
で
、
本
市

の
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　  

観
光
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
０

「
平
成
26
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会
」
を
開
催

　
6
月
27
日
、
第
1
回
湯
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
地
区
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「（
仮
称
）
湯
田

Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」は
、

平
成
31
年
度
に
供

用
開
始
予
定
と
し

て
お
り
、
湯
田
温
泉

を
核
と
し
た
観
光

面
の
利
便
性
向
上

や
災
害
時
の
代
替
道
路
の
確
保
、
南
部
地
域

と
北
部
地
域
を
つ
な
ぐ
幹
線
道
路
と
し
て
の

役
割
や
救
急
時
に
お
け
る
救
命
率
の
向
上
、

交
通
渋
滞
の
緩
和
と
い
っ
た
効
果
な
ど
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
市
長
は
「
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
、
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
や
観
光
振
興
の
面
か
ら
も
非
常
に
重
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
国
、
県
や
関
係
機
関
な
ど
と
連

携
し
、
ま
た
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
早
期
の
供
用
開
始
に
向

け
て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

　 

道
路
河
川
建
設
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
３
８

「
第
1
回
湯
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
地
区
協
議
会
」
を
開
催

定例会の様子

交付を受けたアンバサダー

秋
穂
図
書
館
入
館
20
万
人
達
成

　
7
月
1
日
、
秋
穂
図
書
館
が
平
成
22
年

８
月
の
開
館
以
来
、
20
万
人
目
の
入
館
者

を
迎
え
、
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
20
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
秋
穂
の
八

幡
勝
治
さ
ん
、
妙
子
さ
ん
夫
婦
。
勝
治
さ

ん
は
「
20
万
人
目
と
い
う
こ
と
で
驚
い
た
。

蔵
書
が
多
く
広
々
と
し
て
い
て
居
心
地
が

良
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
村
館
長
は
「
地
元
の
方
々
の
利
用
が

多
く
20
万
人
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
市
の
目
指
す
『
日
本
一 

本
を
読
む
ま
ち

づ
く
り
』
の
実

現
に
向
け
、
ど

ん
ど
ん
利
用
し

て
い
た
だ
き
、

よ
り
一
層
地
域

住
民
か
ら
親
し

ま
れ
る
図
書
館

に
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

 

　 

秋
穂
図
書
館

　
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
０
０
６
５

20 万人目となった八幡さん夫婦

大
学
生
を
「
市
観
光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
委
嘱

協議会の様子

※PA … パーキングエリア　 I C … インターチェンジ

※

※
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記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ

● 

山
口
総
合
支
所
　
　
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０
　
亀
山
町
２
‐
１
　
　
　
　
　
　

● 

小
郡
総
合
支
所
　
　
〒
７
５
４
‐
８
５
１
１
　
小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１
　
　
　

● 

秋
穂
総
合
支
所
　
　
〒
７
５
４
‐
１
１
９
２

　
秋
穂
東
６
５
７
０
　
　
　
　
　

● 

阿
知
須
総
合
支
所
　
〒
７
５
４
‐
１
２
９
２

　
阿
知
須
２
７
４
３
　
　
　
　
　

● 

徳
地
総
合
支
所
　
　
〒
７
４
７
‐
０
２
９
２
　
徳
地
堀
１
７
４
４
　
　
　
　
　

● 

阿
東
総
合
支
所
　
　
〒
７
５
９
‐
１
５
１
２
　
阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２
　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
１
１

☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１

☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１

☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
２

☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集

指
定
管
理
者
募
集

施設の名称 担当課 指定期間 その他

山口市菜香亭
文化政策課
（☎083-934-
  2717）

平成27年度
から５年間

◆要項・仕様書
配布開始日

　 8/4（月）

◆受付期間
　9/19（金）
～10/3（金）

クリエイティブ・
スペース赤れんが

平成27年度
から5年間

山口市小郡屋内
プール 生涯学習・ス

ポーツ振興課
（☎083-934-
  2875）

平成27年度
から５年間

山口市柔剣道場 平成27年度
から3年間

ふ
る
さ
と
山
口
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
説
明
会

第
20
回
中
原
中
也
賞
募
集

と
く
ぢ
花
火
大
会

バ
ス
ツ
ア
ー

　
左
記
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
管
理
運
営
を
委
任
す
る
指
定
管
理
者
の

募
集
を
行
い
ま
す
。
募
集
要
項
・
仕
様
書
は
、

各
担
当
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
も
掲
載
し
ま
す
。
詳
細
は
、
各
担
当

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
市
で
は
、
新
山
口
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク

整
備
事
業
に
伴
い
、
駅
前
通
り
を
中
心
と
し

た
街
路
に
つ
い
て
整
備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
魅
力
あ
る
空
間
形
成
に
向
け
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
意
見
を
伺
う
た
め
、
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。（
申

込
不
要
）

■
日
時
　
８
月
24
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

■
場
所
　
小
郡
総
合
支
所
１
階
第
１
会
議
室

■
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク
整
備
部
建
設
課

　
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
４
０

　
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
や
一
般
求
職
者
、

来
春
の
大
学
等
卒
業
予
定
者
の
学
生
と
地
元

企
業
と
の
出
会
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
県
内
就
職
を
促
進
し
、
県
勢
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
15
日（
金
）第
１
部
…
10
時
〜

12
時
30
分
／
第
２
部
…
13
時
30
分
〜
16
時

※
参
加
企
業
は
第
１
部
、
第
２
部
で
入
れ
替

え
ま
す
。

■
場
所
　
山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
小
郡
黄

金
町
１
‐
１
）

■
対
象
　
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
方
／
求

職
中
の
一
般
の
方
／
平
成
27
年
３
月
に

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
等
を
卒
業
予

定
の
方

■
実
施
方
法
　
参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
等
と
の
面
談
方
式

■
参
加
料
　
無
料
（
申
込
不
要
）

※
詳
細
は
、
山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
可

　
　
山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐
１
１
４
５

　
　
０
８
３
‐
９
７
２
‐
３
８
８
０

　
　 http://w

w
w
.joby.jp/

　
日
本
の
近
代
詩
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し

た
、
山
口
市
出
身
の
詩
人
中
原
中
也
の
業
績

を
顕
彰
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
「
中
原
中

也
賞
」。市
で
は
、作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
　
平
成
25
年
12
月
１
日
〜
平
成
26
年

11
月
30
日
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
現
代
詩
の

詩
集
（
奥
付
入
り
の
印
刷
さ
れ
た
詩
集
）

■
応
募
方
法
　
12
月
14
日
（
日
・
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
中
原
中
也
記
念
館
へ
送
付

（
〒
７
５
３
‐
０
０
５
６
湯
田
温
泉
一
丁

目
11
‐
21
）

■
発
表
　
平
成
27
年
２
月
の
選
考
会
終
了

後
、
報
道
機
関
を
通
じ
て
発
表

■
賞
　
正
賞
…
中
原
中
也
ブ
ロ
ン
ズ
像
／
副

賞
…
１
０
０
万
円

　
　
文
化
政
策
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
７

※
詳
細
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
【「
中
原
中
也

賞
」
で
検
索
】
で
確
認
可

　
専
用
観
覧
席
を
ご
用
意
。
ベ
ス
ト
ス
ポ
ッ

ト
で
花
火
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
で
す
。

■
期
日
　
８
月
30
日
（
土
）

■
発
着
　
新
山
口
駅
、
湯
田
温
泉
、
山
口
駅

■
料
金
　
１
０
０
０
円
（
弁
当
代
込
）

■
定
員
　
40
人

　
　
　 

８
月
４
日
（
月
）
か
ら
、
山
口
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

　
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
０
０
８
８
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
で
は
、
海

外
へ
の
冬
期
青
少
年
交
換
派
遣
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
派
遣
期
間
　
12
月
20
日
頃
〜
平
成
27
年
1

月
4
日
頃
の
2
週
間
前
後
を
予
定（
事
前
、

事
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
有
り
）

■
応
募
資
格
　
応
募
時
の
年
齢
16
〜
21
歳

（
主
催
者
の
指
定
す
る
外
国
語
能
力
要
）

■
費
用
　
約
30
万
〜
60
万
円
（
内
30
万
円
を

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
補
助
）

■
派
遣
先
　
本
人
の
要
望
や
派
遣
先
の
割
り

当
て
数
、
受
入
体
制
等
で
総
合
的
に
決
定

■
派
遣
予
定
　
2
人

■
申
込
期
限
　
8
月
15
日
（
金
）

※
派
遣
先
、
費
用
、
申
込
方
法
等
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　 

　
山
口
西
京
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
３
２
３
３

　
　saikyo-lc@

asahi.em
ail.ne.jp

【
幕
末
医
学
の
歴
史
】

　
山
口
大
学
と
連
携
し
た
共
催
事
業
。
こ
の

度
は
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
期
に
お
け
る
医

学
・
医
療
の
歴
史
を
考
察
し
ま
す
。

■
期
日
　
①
９
月
11
日
（
木
）
②
９
月
18
日

（
木
）
③
10
月
１
日
（
水
）
計
３
回

■
時
間
　
14
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
場
所
　
①
②
山
口
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ

ス
、
③
鋳
銭
司
郷
土
館

■
講
師
　
中
村
浩
士
氏
（
医
学
部
准
教
授
）

■
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
４
２
０
０
円
（
別
途
、
傷
害
保

険
料
）

　
　 

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

郵
送
の
い
ず
れ
か
で
、
山
口
大
学
地
域

連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
（
吉
田
１
６
７
７

‐
１
）

　
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
５
０
５
９

　
　
０
８
３
‐
９
３
３
‐
５
０
２
９

　
　 

【
山
口
大
学
公
開
講
座
】
で
検
索

　
大
根
と
聖
護
院
か
ぶ
の

植
え
付
け
後
、
農
園
で
栽

培
し
た
野
菜
を
中
心
に
調

理
し
、
空
き
缶
や
ポ
リ
袋

を
使
っ
て
、
エ
コ
で
衛
生

的
な
サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ

ン
グ
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
31
日
（
日
）
９
時
30
分
〜
14

時
（
９
時
受
付
開
始
）

■
定
員
　
50
人
程
度

■
料
金
　
５
０
０
円（
小
学
生
未
満
は
無
料
）

■
持
参
品
　
ゴ
ム
手
袋
ま
た
は
軍
手
、長
靴
、

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
飲
み
物

　
　
　 

　
８
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、
阿

東
ふ
る
さ
と
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
（
阿

東
徳
佐
中
３
６
２
８
）

　
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
２
１
９
４

山
口
大
学
公
開
講
座

大
根・
聖
護
院
か
ぶ
植
え
付
け
＆

サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ

青
少
年
交
換
派
遣
生
募
集

　 　

りんごだけじゃない！梨もあり！
阿東地域では、そろそろ梨の収穫時
期を迎えます。標高300m前後で
寒暖の差が大きい園内で栽培された
梨は、味・品質ともに高い評価を受
けています。
代表的な品種である“二十世紀”
をはじめ、早生・晩生のさまざま
な品種があります。各園では梨狩
り体験もできますので、もぎたて
のみずみずしさ、爽やかな食感を
楽しみにお越しください。お土産
には、近隣の道の駅で販売されて
いる珍しい梨のドライフルーツも
オススメです。
■開園期間　8月上旬～10月中旬（予定）
■入園料　500円～730円（大人）※持ち帰りは別途加算
■問い合わせ　山口観光コンベンション協会阿東支部（NPO
あとう内）☎083-956-2526

【納涼 !! 長門峡 梨まつり】
梨の皮むき競争や梨釣り、鮎のつかみ取りなど盛りだくさん！
■日時　8月23日（土）10時 ～15時
■場所　長門峡梨組合販売所駐車場（阿東篠目12）
■問い合わせ　長門峡梨組合 ☎083-955-0555

夏のときわ公園はイベント満載
8月は、毎週土曜20時30分まで遊園地を夜間営業します。
【妖怪ウォッチ ジバニャンバラエティーショー】
■日時　8月9日（土）15時から、17時から、19時から
■場所　ときわ遊園地内カッタ君ステージ
【巨大ダンボール王国リターンズ】…段ボール迷路が帰ってきた！
■日時　8月31日（日）まで、9時～17時（12日を除く火
曜は休館）※入場料　3歳以上300円

■場所　ときわミュージアム
【ときわサマーフェスタ】…よさこい、フラダンス、音楽ライブ、
屋台村、スタンプラリーなどイベント盛りだくさん。

■日時　8月30日（土）13時～21時
■問い合わせ　常盤公園管理課 ☎0836-54-0551

ロープウェイ夜間納涼運転実施
防府市内の素晴らしい夜景をお楽しみください。
■運転期間　8月2日（土）～ 30日（土）の毎週土曜および
8月14日（木）、１5日（金）

■運転時間　20分ごとに運転します。また、定員を超える場合
は、臨時便を運行します。

　上り…9時20分～21時、下り…9時40分～21時20分
■問い合わせ　大平山ロープウェイ ☎0835-38-0442

近隣自治体と広報紙で情報を交換しています。

宇 部 市

となり
ま
ちぐるっと

再発見
！

防 府 市

山 口 市

わがま
ち
もぐるっと

再発見
！

市内の魅力を紹介します。

▲パリパリ食べられる梨
のドライフルーツ。

▲もぎたてのジューシー
な梨をどうぞ！

市報7月 15日号で掲載した休日当番医（8月 16日（土））について、訂正してお詫びいたします。
　■訂正前　南部の外科系　阿知須同仁病院（阿知須）☎0836-65-5555
　■訂正後　南部の外科系　小林外科医院（小郡下郷）☎083-973-1515   ■問い合わせ　保健センター ☎ 083-921-2666
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このコーナーでは、「ふるさとやまぐち」にかかわる魅力的な方を紹介していきます。輝く人  vol.13

インタビュー の 模 様 は
C-ableテレビ「発見！やまぐ
ち このまちに愛たい」の中
で放送します。放送日は８月
16日（土）～31日（日）

　
歴
史
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
小
学
生
の
時
の
担
任
教
師
や
、
祖
父

の
影
響
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
本
紙
「
山

口
歴
史
発
見
！
こ
ね
ぇ
な
話
、
知
っ
ち
ょ

る
？
」
で
、
山
口
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い

る
松
前
了
嗣
さ
ん
。
小
学
生
当
時
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花
神
」
で
大
村
益
次

郎
ら
山
口
の
志
士
た
ち
が
登
場
し
て
い
た

の
を
見
て
、
よ
り
歴
史
に
興
味
が
わ
い
た

と
い
い
ま
す
。

　
特
に
興
味
の
あ
る
人
物
を
伺
う
と

「
杉
孫
七
郎
さ
ん
で
す
。
ほ
か
に
も
井
上

馨
、
そ
れ
か
ら
高
杉
晋
作
、
伊
藤
博
文
に
、

木
戸
孝
允
…
」
と
、
話
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　「
山
口
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
歴
史
が

眠
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
幕
末
維

新
を
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
志
士
に
つ
い
て
も

う
少
し
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
、
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

　
４
年
後
は
明
治
維
新
１
５
０
年
。
吉

田
松
陰
の
妹
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

時間がある時は、図書館
で歴史を調べたり、語り部
の会の先輩から話しを聞い
たり、史跡を巡ったりして
いるという。

積極的に講演会に出向いて
歴史を語り継いでいる。方
言を交えた語り口調は聴い
ていて飽きない。「山口弁
で言う方が言いたいことを伝
えやすいんよ」と松前さん。

まつまえ  りょうじ
1967 年、岩国市（旧錦町）
生まれ。山口市在住。やまぐ
ち萩往還語り部の会会員など。
幕末・維新に関する歴史に造
詣が深く、サラリーマンの傍ら、
講演会などで活躍している。

「
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

積積
歴歴
言言
てて
でで
ええ

松
前
了
嗣

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送
が
決

ま
る
な
ど
、
明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け

て
の
気
運
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
松
前
さ

ん
へ
の
講
演
依
頼
も
増
え
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

　「
山
口
は
、
明
治
維
新
の
策
源
地
な
ん

で
す
。
新
し
い
時
代
を
作
ろ
う
と
、
志
士

た
ち
が
集
ま
っ
て
切
磋
琢
磨
し
た
こ
の
地

を
も
っ
と
全
国
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
山
口
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」。

　「
人
は
昔
か
ら
不
思
議
な
縁
で
結
ば
れ
、

互
い
に
絆
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
ん
な
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ

る
一つ
一つ
の
出
来
事
が
線
で
繋
が
り
、
歴

史
と
い
う
『
糸
』
を
紡
い
で
い
っ
た
の
だ
と

思
う
の
で
す
」。

　
新
し
い
日
本
を
切
り
開
い
た
志
士
た
ち
の

想
い
を
、
松
前
了
嗣
が
未
来
へ
語
り
継
ぐ
。

山
口
に
は
歴
史
が
あ
ふ
れ
て
い
る

歴
史
を
繋
い
で
い
く

１
８
６
８
年
９
月

慶
応
か
ら
明
治
に
改
元
さ
れ
て

も
う
す
ぐ
１
５
０
年
（
平
成
30
年
）

明
治
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
多
く
の
志
士
が

山
口
で
歴
史
を
刻
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
志
士
た
ち
が
残
し
た
歴
史
を

今
に
語
り
継
ぐ
「
人
」
を
紹
介
し
ま
す
。

問 

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
３
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受賞のポイント

表
紙
写
真
か
ら

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
生
化
へ
、
モ
デ
ル
事
業
始
ま
る

　
表
紙
の
写
真
は
、
６
月
20
日
に
嘉
川
小

学
校
で
行
わ
れ
た
芝
生
の
植
え
付
け
作
業

の
様
子
で
す
。
こ
れ
は
、
児
童
の
体
力
づ

く
り
な
ど
の
ほ
か
、
芝
生
の
維
持
管
理
等

を
通
じ
て
学
校
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

よ
り
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
く
じ
ｔト

ト

ｏ
ｔ
ｏ
の
助
成
を
受
け
て
実

施
す
る
モ
デ
ル
事
業
で
す
。

　
６
月
29
日
に

は
名
田
島
小
学

校
で
も
行
わ

れ
、
児
童
や
地

域
の
住
民
ら

が
、
ス
ポ
ー
ツ

用
品
種
の
夏
芝

の
ほ
か
、
国
立

競
技
場
か
ら
譲

り
受
け
た
芝
生

を
植
え
付
け
ま

し
た
。
作
業
に

参
加
し
た
児
童

の
父
兄
は
「
早
く
芝
生
の
上
で
子
ど
も
に

サ
ッ
カ
ー
を
さ
せ
た
い
」
と
話
し
、
児
童

は
「
僕
が
植
え
た
芝
生
が
早
く
大
き
く
育
っ

て
欲
し
い
」
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
遊
べ
る
日

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
今
後
、
両
校
の
芝
生
の
生
育
状
況
、
維

持
管
理
に
か
か
る
負
担
、
芝
が
も
た
ら
す

児
童
や
地
域
へ
の
効
果
な
ど
を
検
証
し
、

将
来
の
方
針
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
施
設
管
理
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
６
０

材料（４人分）

　かぼちゃ･････････200ｇ

　きゅうり････････････１本

　バター ････････････10ｇ

　ツナ ･･･････････････１缶

　豆腐 ････････････150ｇ

　マヨネーズ ･･････ 大さじ２

　味付けのり･････････４枚

　ミニトマト･･････････８個

作り方

１　かぼちゃ、きゅうりを
厚さ３mmのいちょう
切りにする。

　かぼちゃを耐熱皿に
並べ、ラップをして電子
レンジ（600ｗ）で１
分半かけ、熱いうちにバ
ターにまぶしておく。

2 　ボウルにきゅうり、ツ
ナ、豆腐をつぶしながら入
れ、マヨネーズであえる。

3 　②を皿に盛り、③を上
にかけて、のりをちぎっ
て上にのせ、ミニトマト
を添える。

4

かぼちゃの豆ふソースかか
徳
とくだ

田千
ち え

瑛さん（宮野小 5年）の作品（受賞時の学年）

審査員

■問い合わせ　健康増進課 ☎083-921-2666

　忙しい朝でも簡単！

ごはん・パンに
合うおかず

昨年度、「第８回ぼく・わたしのお料理コンクール」で、小・中学生
が考えた、ごはん・パンに合うおかずのうち、入賞作品を紹介します。

工夫したところ

食べやすいように、ツナと豆

腐を良く混ぜて、ソースのよ

うにしました。

豆腐をソースにするという発想

がいいですね。豆腐だけで食

べるよりも食べやすく感じまし

た。電子レンジだけで火を使

わずにできるところも簡単で

良いです。

▲児童や地域の皆さんが、グランド一面に芝生
を植えた。（名田島小学校）
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イベント名（開催地域）
問い合わせ先（電話番号）

開催日
（曜日）

イベントカレンダー
※開催場所・時間など、詳細はお問い合わせください。

十種ヶ峰登山マラソン大会                       
（阿東）

実行委員会  （☎083-956-0116）

あいおえび狩り世界選手権大会
 （秋穂）

山口観光コンベンション協会秋穂支部
  （☎ 083-984-3741）

89・

30
（土）

とくぢ夏祭り花火大会               
（徳地）

実行委員会
               （☎ 080-2916-8878）

10
（日）

図書館まつり     （秋穂、阿東）
秋穂図書館    （☎ 083-984-0065）
阿東図書館    （☎ 083-956-0785）

市民体育大会 　   （吉敷、大内）
生涯学習・スポーツ振興課

（☎ 083-934-2874）

2
（土）

山口七夕ちょうちんまつり
（～7日）     　　　　　（山口）
実行委員会 （☎ 083-932-3456）

音楽フェスティバルと花火の
夕べ　　　　    　 　    （宮野）
陸上自衛隊山口駐屯地広報班
           　   （☎ 083-922-2281）

MEDIA/ART KITCHEN 
YAMAGUCHI- 地域に潜る
アジア：参加するオープン・
ラボラトリー  （～９月28日）    

（白石）
山口情報芸術センター
                  （☎      083-901-2222）

6
（水）

真夏の夜の星空上映会
（～17日）　               （白石）
山口情報芸術センター 
　              （☎ 083-901-2222）

1
（金）

8
（金）

／14
（日）

9

特別企画展「中原中也と日本
の詩」（～9月28日）

  （湯田）
中原中也記念館

（☎ 083-932-6430）

山口ふるさと伝承総合セン
ター七夕飾り（～7日）
 　           　　　　　　（大殿）
山口ふるさと伝承総合センター

（☎ 083-928-3333）

嘉年かかし祭り（～31日）
（阿東）

阿東地域交流センター
嘉年分館    （☎083-958-0111）

世界スカウトジャンボリー
１年前イベント（～3日）
※ 2日は、20 時 30 分から花
火の打ち上げがあります。

（阿知須）
県世界スカウトジャンボリー
開催支援室 （☎ 083-933-4771）

古布、ちりめんを使った創作
人形展（～5日）　 　（阿知須）
阿知須「いぐらの館」

（☎ 0836-65-2403）

コロガルパビリオン（～31日）   
   （白石）

山口情報芸術センター
                 （☎      083-901-2222）

みんなおいでよ！親子ふれあ
いジャンボリー          （吉敷）
こども家庭課 
　              （☎ 083-934-2797）

15
（金）

24
（日）

菜香亭SLギャラリー
（～31日）        　　　（大殿）
菜香亭　 　 （☎ 083-934-3312）

1
（金）

　
夏
、
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
体
調
管
理
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
毎
年
、
こ
の
時
期
は
、
山
口
祇
園
祭

や
山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

市
内
各
所
で
地
域
の
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
山
口
を
離
れ
て
い
る
方
も
帰
省
を
兼
ね
て
参

加
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
懐
か
し
い
顔
に
会
え

る
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
恒
例

行
事
で
す
。

　
現
在
、
本
市
で
は

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」

の
放
映
や
４
年
後
の

「
明
治
維
新
１
５
０

年
」
な
ど
を
絶
好
の

契
機
と
し
て
、
明
治

維
新
の
策
源
地
「
山

口
市
」
の
魅
力
を
全

国
に
向
け
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
「
ま
ち
の
魅
力
」
を
全
国
の
皆
さ

ん
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
山
口
か
ら
の
情
報
発

信
は
も
と
よ
り
、
ふ
る
さ
と
山
口
を
離
れ
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
協
力
も
大
変
心
強
い

も
の
と
な
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
山
口
の
魅
力
を
感
じ
、
そ
の
良
さ

を
全
国
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
「
山
口
フ
ァ
ン
」
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
市
長

山口ファン

あしたへトライ


